
 - 1 - 

令和７年度 

第２４回和歌山市農業委員会議事録 

 

日 時 令和７年６月１０日（火曜日） １３時００分 開会 

場 所 和歌山市農業委員会議室 

 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項 農地賃貸借契約等登録台帳の賃借人名義変更について 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出について 

報告事項 農地法第５条受理通知書の返納について 

報告事項 農地法第４条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第５条第１項の規定による農地転用届出について 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第３号 農用地利用集積等促進計画に対する意見について 

議案第４号 非農地通知について 

議案第５号 
令和６年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況 

その他事務の実施状況の公表について 

議案第６号 和歌山市農業委員会委員の辞任について 

出席委員（１８名） 

１番 井口 健 

２番 中村 弘 

３番 吉中 雅三 

４番 曽根 光彦 

５番 小方 保寛 

７番 谷河 績 

８番 藪 利昭 

９番 小栗 誠二 

１０番 森 博克 

１１番 笠野 喜久雄 

１２番 山本 茂樹 

１３番 丸山 勝 

１４番 髙倉 理行 

１５番 堀 良子 
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１６番 湯川 德弘 

１７番 貴志 年伸 

１８番 藤井 友彦 

１９番 岩橋 章博 

欠席委員（１名） 

６番 井上 直樹 

出席職員 

農業委員会事務局 

局   長 中村 佳照 

副 課 長 藤田 誠一 

班   長 中居 一樹 

企 画 員 西森 和子 

企 画 員 森元 美沙 

主   任 清瀧 篤樹 

 １３時００分 開会 

◆中村局長 定刻が参りましたので、谷河

会長よろしくお願いします。 

◆会長（谷河 績） ただいまより、第２

４回農業委員会総会を開会いたします。 

 出席委員は１９名中１８名で、定足数に

達しておりますので、総会は成立していま

す。 

 去る５月２８日、貴志委員、岩橋委員に

よりまして現地調査並びに事情聴取が行わ

れています。 

後ほど報告方よろしくお願いします。 

なお、井上委員から都合により欠席した

い旨、ご連絡がありましたので、ご報告い

たします。 

また、農業委員会会議規則第１７条第２

項に規定する議事録署名委員は、堀委員、

湯川委員にお願いします。 

 それでは報告事項より始めさせていただ

きます。 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規

定による届出について、説明いたします。 

 

◆西森企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第３条の３第１項の規定

による届出があったもので、９件ありまし

た。 

すべて相続による所有権の取得です。 

本届出に対して受理書を交付しておりま

すが、本受理書は権利の移動等の効力を発

生させるものではありません。 

また、市外に在住の方が相続された件に

ついて補足いたします。 

Ｎｏ．１は住所が・・・ですが、自身で

管理するとのことです。 

Ｎｏ．３は住所が・・・ですが、和歌山

市内に住む親戚が管理するとのことです。 

Ｎｏ．９は住所が・・・ですが、自身で

管理するとのことです。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地賃貸借契約等登録台帳の

賃借人名義変更について、説明いたします。 

◆森元企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地賃貸借契約等登録台帳の賃

借人の名義変更で１件ありました。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１

号の規定による届出について、説明いたし
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ます。 

◆森元企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法施行規則第２９条第１号

に規定する農業用施設の届出で１件ありま

した。 

内訳は、農業用倉庫１件です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第５条受理通知書の返

納について、説明いたします。 

◆森元企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出に係る受理通知書の返

納で１件ありました。 

令和７年４月２日付で受理し、９日付で

受理通知書を交付しましたが、届出書に記

載した内容に誤りがあったため返納後に再

提出となりました。 

なお、Ｐ１０の報告事項農地法第５条第

１項の規定による届出のＮｏ．３と関連で

す。 

 以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第４条第１項の規定に

よる農地転用届出について、説明いたしま

す。 

◆森元企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第４条による市街化区域

内の農地転用の届出で５件ありました。 

５月９日付、５月２９日付で受理通知書

を交付しています。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第５条第１項の規定に

よる農地転用届出について、説明いたしま

す。 

◆森元企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出で４件ありました。 

５月９日付、５月２９日付で受理通知書

を交付しています。   

なお、Ｎｏ．３とＮｏ．４は、使用貸借

権設定でＮｏ．３につきましては、Ｐ７の

報告事項農地法第５条受理通知書の返納に

ついてのＮｏ．１と関連です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

続けて議案の審査に移ります。 

議案第１号 農地法第３条の規定による

許可申請について、提案いたします。 

Ｎｏ．７を先議とさせていただきます。

丸山委員一時退席お願いします。 

・・・・丸山委員退席・・・・ 

◆清瀧主任 番外、先議のため最初にＮｏ．

７について説明いたします。 

本件は、農地法第３条の規定に基づく許
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可申請で１件ありました。 

この案件は、調査の結果、耕作等に支障

がないこと、当該農地の権利を取得しよう

とする者は、全ての農地を効率的に耕作し、

農作業に常時従事すると認められるなど、

不許可条件である農地法第３条第２項各号

には該当せず、許可要件の全てを満たして

いると思われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第１号Ｎｏ．７

について、説明が終わりましたが、この議

案について、何かご意見、ご質問ございま

せんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第１号Ｎｏ．７は可決と決定し

ました。 

・・・・丸山委員着席・・・・ 

 続いて、Ｎｏ．７以外について 

◆清瀧主任 番外、Ｎｏ．７以外について

説明いたします。 

本件は、農地法第３条の規定に基づく許

可申請で８件ありました。 

これらの案件は、調査の結果、耕作等に

支障がないこと、当該農地の権利を取得し

ようとする者は、全ての農地を効率的に耕

作し、農作業に常時従事すると認められる

など、不許可条件である農地法第３条第２

項各号には該当せず、許可要件の全てを満

たしていると思われます。 

なお、Ｎｏ．２は市街化区域、Ｎｏ．４

は新規耕作で作付けは水稲を予定、大型農

機具は知人より借り受け農業指導を受けな

がら耕作予定、Ｎｏ．５は市街化区域の新

規耕作で作付けは蔬菜を予定、耕運機や草

刈り機を所有、Ｎｏ．６は新規耕作で作付

けはレモンやみかんを予定、トラクターは

リースを予定、Ｎｏ．８は新規耕作で作付

けは蔬菜を予定、耕運機等の農機具は整地

後購入を予定しております。 

また、Ｎｏ．４、Ｎｏ．８は現地調査並

びに事情聴取を行っておりますので担当の

委員さんより報告があります。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．４について、

現地調査並びに事情聴取を行っていますの

で岩橋委員さん報告願います。 

◆１９番 （岩橋 章博） ５月２８日に

貴志委員、事務局と現地調査並びに事情聴

取を実施しました。 

申請地は集落に接続する耕作放棄地でし

た。 

申請書では、父名義の農地が申請地南に

あり、申請地と一体利用が見込め、水稲を

作付けするとの事です。 

必要な農機具は、田植え機、トラクター、

コンバインすべてリースで、農業技術は父

から教わったとなっています。 

事情聴取には本人 1人が出席されました。 

質問内容として、現在の職業は・・・です。 

作付けする水稲の種類はと聞きましたと

ころ、特に明確な答えが返ってきません。 

苗はどうするのか、何箱いるのかと聞き

ました。 

これも明確な答えがなく、同じ地区の・

・・に協力してもらうとの返答でした。 

申請書に記入のない乾燥機、軽トラはど

うするのかと聞きましたが、これも・・・

からすべて借りるとの事でした。 

以上が聞き取り内容でした。 

申請地は第１種農地であり転用はできな

い旨事務局から説明ありました。 
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自ら耕作しないで、すべて小作に出すつ

もりなら、許可できないと伝えています。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

続いて、Ｎｏ．８について、貴志委員さん

報告願います。 

◆１７番 （貴志 年伸） 去る５月２８

日に岩橋委員及び事務局と共に現地調査並

びに事情聴取を行いました。 

本申請は農地法第３条の規定による許可

申請であります。 

事情聴取には申請人本人である・・・が

出席されました。 

申請地は・・・計５筆で１，９４７㎡、

現況は水田ではなく畑になっています。 

申請人は・・・を経営しております。 

営農に必要な農機具は・・・パワーショ

ベルで整地してから小型の耕運機と散布機

を購入予定です。 

水は池があるのですが汚いので使わずに、

打ち込み井戸の予定と聞いております。 

栽培につきましても野菜を中心に行い、

出来た食材は・・・で使用するということ

でした。 

無農薬でとのことでしたが周りに水田も

あるので適切な農薬の使用をお願いしまし

た。 

以上のことについて特に問題ないものと

思われますが皆様の慎重なご審議の程よろ

しくお願いします 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

議案第１号Ｎｏ．７以外について、説明、

報告が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

◆１９番 （岩橋 章博） 私、先程の報

告で自分の考えを言っていなかったので言

わせていただきます。 

新規就農ということで効率的に農地を利

用するのか、水稲を栽培する知識があるか

という事を聞きたかったのですが、明確な

答えがなかったので不許可にするとは言い

難いと思いますが、しかし機械、技術全て

が他人頼りです。 

こういうことを担保するためにも・・・

からの機械を貸します、技術を指導します

といった書面をいただけたらと思います。 

これは新規就農者全てにおいてですが、

地元の小栗委員さん、西川推進委員さんに

経過観察をお願いしたいと思います。 

以上です。 

◆１番 （井口 健） 今の件ですが事務

局としては法的にはどうでしょうか。 

◆清瀧主任 番外 法的には申請時に農機

具が揃っていないといけないということは

ありませんので、その点では問題ないと思

います。 

ただ、事情聴取のときに岩橋委員が言わ

れたように回答が曖昧であったのも確かで

あります。 

これについては具体的な内容を理由書等

を作成してもらい、その提出をもって許可

相当とするのでは如何かと思います。 

◆会長（谷河 績） 事務局の提案で・・

・の書面の添付を条件に可決決定というこ

とでよろしいですか。 

 （異議なし、との声） 

Ｎｏ．４以外もよろしいですか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第１号Ｎｏ．７以外についても
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可決と決定しました。 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定に

よる許可申請に対する意見について、提案

いたします。 

◆森元企画員 番外 説明いたします。 

 申請地の場所を示した簡易地図を議案と

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は、・・・に位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。 

申請人は現在、和歌山市内で暮らしてい

ますが、将来を見据え新居の建築を検討し

ていたところ、祖母から土地を借りること

ができ、祖母の住居にも近い、当該申請地

を個人住宅として転用申請するものです。 

なお、使用貸借権の設定で開発許可申請

中です。 

Ｎｏ．２ 申請地は・・・に位置し、市

街地に近接する区域内でその規模がおおむ

ね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当し

ます。 

申請人は、・・・を営む法人で、申請地

西側の隣接地でシェアハウスを始めるにあ

たり、住人の駐車スペースがないことから

当該申請地を露天駐車場へ転用申請するも

のです。 

Ｎｏ．３ 申請地は、・・・に位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。 

申請人は、・・・法人で、・・・の橋梁架

け替え工事の事業拡大に伴い、搬入資材が

増加し、新たな資材置場が必要となったこ

とから、当該申請地を露天資材置場と露天

駐車場へ転用申請するものです。 

なお、賃借権の設定で、・・・までの一

時転用となるため、最終的には農地へ原状

回復いたします。 

Ｎｏ．４ 申請地は、・・・に位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。 

申請人は申請地北側で・・・を営む法人

で、業績向上により、・・・を保管するス

ぺ―スが不足していることから、当該申請

地を露天駐車場へ転用申請するものです。 

Ｎｏ．５ 申請地は、・・・に位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。 

申請人は、・・・法人で、盛土補強工事

を行うにあたり、工事箇所までの工事進入

路や作業員・関係者用駐車場及び資材を置

くスペースが必要なことから当該申請地を

転用申請するものです。 

なお、賃借権の設定で、・・・の一時転

用となるため、最終的には農地へ原状回復

いたします。 

これらの案件は一般基準を満たしている

と思われます。 

なお、Ｎｏ．２とＮｏ．４につきまして

は、国通知の資材置場等の取扱いに基づき、

工事完了後３年間は、事業の実施状況につ

いて報告する旨を、許可条件へ付与するこ

とが相当と思われます。 

また、Ｎｏ．５については現地調査及び

事情聴取を行っておりますので、担当委員

から報告があります。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．５について、
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現地調査並びに事情聴取を行っていますの

で岩橋委員さん報告願います。 

◆１９番 （岩橋 章博） ５月２８日に

貴志委員、事務局と現地調査並びに事情聴

取を実施しました。 

申請地は資料の地図のとおり、・・・の

法面に沿った農地です。 

地権者は６名で、農地の現況は作付けさ

れていないものの、管理されている状況で

す。 

・・・への道路に沿っているが、大型ト

ラックがどうにか通れる程度の道でした。 

事情聴取には・・・が出席されました。 

申請理由は高速道路法面の盛土補強工事

のための進入路、資材置場、駐車場との事

でした。 

契約額は・・・で、すべて自己資金、地

元説明は昨年６月２２日に済んでいるとの

事です。 

・・・からの進入は出来ない理由を尋ね

ると、 

契約時点では・・・からの予定だったが、

・・・ではすでに耐震補強工事が進んでい

たので、急遽・・・からの進入路等が必要

となったとの事でした。 

工事内容は法面に幾つかの穴をあけコン

クリートを注入していき、進入路は土木シ

ートの上からアスファルト敷き、資材置場

と駐車場は砕石仕上げとの事でした。 

ダンプは・・・から進入し、１日約１０

台程度で、工事からの排水は、汚泥処理後

に・・・に放流するとの説明でした。 

◆会長（谷河 績） 議案第２号について、

説明、報告が終わりましたが、この議案に

ついて、何かご意見、ご質問ございません

か。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第２号は可決と決定しました。 

議案第３号 農用地利用集積等促進計画

に対する意見について、提案いたします。 

◆西森企画員 番外 説明いたします。 

新規設定における農地所在地図を議案と

共に配布しておりますのであわせてご覧く

ださい。 

本件は、農地中間管理事業の推進に関す

る法律に基づく貸借の設定で、新規の契約

が９件ありました。 

使用貸借権が８件、賃貸借権が１件の設

定で、貸借期間は議案書のとおりです。 

面積は、田のみで１４，９４０㎡です。 

なお、Ｎｏ．５は藪農業委員によるあっ

せんで貸借が成立したものです。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第３号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第３号は可決と決定しました。 

議案第４号 非農地通知について、提案い

たします。 

 Ｎｏ．１を先議とさせていただきます。

藪委員一時退席お願いします。 

・・・・藪委員退席・・・・ 

◆清瀧主任 番外、先議のため最初にＮｏ．

１について説明いたします。 

本件については、国からの通知である「

農地法の運用について」第４（３）の規定

に基づき、農地法第２条第１項に規定する

農地に該当しないと判断するものです。 

令和７年４月１５日、東山東地区木枕で
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（１９件、２９筆）を藪農業委員と共に現

地調査を行ったものです。 

非農地通知書の交付基準に基づき、対象

であると認められる農地の所有者に対し非

農地判断に係る事前通知を行ったところ、

非農地通知依頼書の提出がありました。 

面積は田が１筆４８５㎡、畑が１筆１，

４０１㎡、合計１，８８６㎡です。 

非農地通知書の交付基準、農業的利用を

図るための条件整備（基盤整備事業の実施

等）が計画されていない土地であって、２

０年以上前から森林の様相を呈しているな

ど、農地に復元するための物理的な条件整

備が著しく困難な場合の条件を満たしてい

ると思われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第４号Ｎｏ．１

について、説明が終わりましたが、この議

案について、何かご意見、ご質問ございま

せんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第４号Ｎｏ．１は可決と決定し

ました。 

・・・・藪委員着席・・・・ 

 続いて、Ｎｏ．２について。 

◆清瀧主任 番外、Ｎｏ．２について説明

いたします。 

本件については、国からの通知である「

農地法の運用について」第４（３）の規定

に基づき、農地法第２条第１項に規定する

農地に該当しないと判断するものです。 

令和７年５月１２日、山口地区滝畑で（８

件、２３筆）を西川推進委員と共に現地調

査を行ったものです。 

 非農地通知書の交付基準に基づき、対象

であると認められる農地の所有者に対し非

農地判断に係る事前通知を行ったところ、

非農地通知依頼書１件の提出がありました。 

面積は田が３筆１，６３９㎡、畑が１筆２

７６㎡、合計 1,９１５㎡です。 

 議案書番号２について、非農地通知書の

交付基準、農業的利用を図るための条件整

備（基盤整備事業の実施等）が計画されて

いない土地であって、２０年以上前から森

林の様相を呈しているなど、農地に復元す

るための物理的な条件整備が著しく困難な

場合の条件を満たしていると思われます。 

 以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第４号Ｎｏ．２

について、説明が終わりましたが、この議

案について、何かご意見、ご質問ございま

せんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第４号Ｎｏ．２についても可決

と決定しました。 

議案第５号 令和６年度農業委員会の農

地利用の最適化の推進の状況その他事務の

実施状況の公表について、提案いたします。 

◆中居班長 番外 説明します。 

 議案書に同封の別紙をご覧下さい。 

本件について、農業委員会は、農業委員

会等に関する法律第３７条の規定により、

毎年、前年度の活動の点検・評価を行い、

公表することとなっています。 

Ｐ１は、令和６年４月１日現在の、本市

の農業の概要、農業委員の人数等を記載し

ています。 

Ｐ２上段から中段にかけては、担い手へ

の農地の利用集積・集約化について記載し

ています。Ｐ２中段の③をご覧ください。 
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令和６年度の新規集積面積の実績は、１．

２ｈａとなっています。 

これは、新規で担い手へ集積された農地

面積から、担い手が規模縮小等の理由で手

放したまたは更新しなかった面積の差し引

きの面積となっています。 

集積面積、集積率ともに概ね目標を達成

しました。 

 Ｐ２下段からＰ３上段にかけては、遊休

農地の発生防止・解消について記載してい

ます。 

Ｐ３上段の③実績をご覧ください。 

 令和６年度の実績は、令和３年度までに

発生した遊休農地については、解消目標２．

６ｈａに対し、３．２ｈａの遊休農地を解

消しました。 

また、令和５年度に新規で発生した遊休

農地については、解消目標４．７ｈａに対

し、１．８ｈａの遊休農地を解消しました。 

令和３年度までの目標は達成しましたが、

令和５年度新規の遊休農地については、目

標値までは達していないため、今後、さら

なる解消対策が必要です。 

 Ｐ３下段からＰ４上段にかけては、新規

参入の促進について記載しています。 

Ｐ４上段をご覧ください。 

こちらは、利用権設定等に関して、令和

６年度中に新規参入者に貸し付けた農地所

有者の農地面積を記載しています。 

令和６年度の目標４．２ｈａに対し、３．

７ｈａとなっています。 

また、新規参入者の参入状況についても、

過去３年間の平均が２３経営体４．７ｈａ

に対し、令和６年度の実績は、４１経営体、

５．６ｈａと増加しています。 

これは、農地法第３条の下限面積要件撤

廃後、新規の農地取得者が増加しているた

めです。 

 Ｐ４中段からＰ５中段にかけては、最適

化活動の実績を記載しています。 

活動強化月間の活動実績として、令和７

年１月から３月にかけて戸別訪問等を行い

ました。 

また、新規参入相談会として、令和７年

２月に、県主催のＵＩターン就農相談フェ

アに出席しました。 

Ｐ５下段については、これらの成果実績

及び活動実績の達成率を集計し評価してお

り、和歌山市農業委員会の成果としては、

目標に対して期待を上回る結果が得られた

となりました。 

Ｐ６については、総会等の開催内容、農

地法第３条事務、農地転用事務の処理件数、

違反転用への対応等について記載していま

す。  

 なお、本件のこの別紙については、本総

会承認後、市役所のホームページにて公表

を行います。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第５号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第５号を可決と決定しました。 

 議案第６号 農業委員会委員の辞任につ

いて、提案いたします。 

◆中居班長 番外 説明します。 

令和７年６月２日付けで、農業委員会委

員 井上直樹氏より、農業委員会委員を辞

任したい旨の申出が和歌山市長あてありま

したので、農業委員会等に関する法律第１
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３条第１項の規定により農業委員会の同意

を求めるものでございます。 

 井上委員から辞任願の提出をいただいて

おりますので、朗読させていただきます。 

「辞任願 一身上の都合により令和７年６

月３０日付をもって和歌山市農業委員会委

員を辞任したいので、承認されたくお願い

致します。 令和７年６月２日 井上直樹

」 

 なお、農業委員会等に関する法律第１３

条第 1 項では、「委員は、正当な事由があ

るときは、市町村長及び農業委員会の同意

を得て委員を辞任することができる。」と

されております。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第６号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第６号を可決と決定しました。 

議案は以上となります。 

◆会長（谷河 績） その他、何かござい

ませんか。 

  （なし、との声） 

 それでは、ないようでございますので第

２４回総会を閉会いたします。 

 

１３時３０分 閉会 


